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。 RIT回 路 内蔵 QP-7.21用 VFO

1. 特長及び定終
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0用途として,|1売の 0 1t p送 信機のV「 0と しては

勿機.ダイレタ ト●ン̂ ―
'●

受́信機の勝 や0
´′

`目
1ヽ ′ |の発燎部として活用II来 ます.

|、 VFO内 部に安定化電減|。
「路が人‐ていますから

電圧■動にヽ強くなつています.

。マ〕T回路も内ましていますので.こ の回路を利,I

2_ 使用上の注 意

1●1-2  VFO回 路 図
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VFO
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■ T炉 li DCl,～ 13.8V」
`で

“

(,用■さい.T流
|12=ヽ ,t流 れよ

「
ので .鋭緩′,■滞から供給 して

下さい .

12. 本代をにってグイレタ)● メ́ーラ●´方式の

ヽ■ンシー■―を卜●た |,. 用11駁 変養 して
^―

ネ

ー方式 ｀,′ ンーバー′,VFOと して使う時li.lH

↑●:路 を付けて,信時に ■2.5K施 住.送信円崚放

`=対
して,フ トすることが出来ます.

_Qユー2又け01.ど重汽eわ″て VF o方式のメニ______

決を作って '倍 部に1,他 の ウ`ンフ…メーや受信

機を
=|に

11意する」,金 (■ ●́レー,型 )には.■ iT

回路は 必要お りませんか らこの部分は配線 しな くて

もOKです.(図-2む照 )

13)Vド 0の 出力端子は Aと D●,こ 夕所があ ,ます

が.送信機のVFoと して使 う11Fi Aの端 子を.■

行政の局発等として ft,ユ
=に

は出カ レ́ |′|の 低いD

端子 ょう取 ,出 して 下さ|ヽ

,
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111 Q Pン ,― ズヘ本構を付けて退丹する場合.水

品との切

'換
えSWの他に1.1の 同潤点の位いや■.

水.嵌動子への電波の吸収がある為に,耐娑する必

要があ ります.

② 前記の理由から予め水晶ッケ′ドに差し込んだ

水品贅動子を抜き取 ります .

O VFOか らの出力は.Qp-7ス 脱 1を組んだ

時にVFO.CRYSTAL● ,,換えSWを付けた方は

S｀Vの V I1 0側端子にな機のV「 0111カ A端子を接

綻 します。

またこの切,換 えSWを付けずにQPシ リーズ送 _

信横のP12と P i4を 置

'シ

o―
'さ

せてつないた方

は (水品発振専用とした方 )VFOを取り付ける時

はこの線 を取 ,去って ,12は 何もつながないで避び

端子にしておきます。 (図-1)

そしてPI`|`VFO出 力の A端子を接‐資 します.

図-3  Rll● 蝸 嘔

RiT回路を内蔵された場合 ,■ . RiTポ リツ■

(VRl)を必ず′ヽネ′,に 取 り付けて. ´`ネ′●|こ 月帝

を付けなくてはなりません.(図-3参照 )
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回路回かも |● ●す と同

蒸,め,肖 くたるように

0っ てい●す,|ら を回
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さ

入れ菫ん0そ t● ,_0
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{1)図 ―

`を
参考にしてVFOと送信機を配線して

下さい.こ こでは送受Bのり,換えを
`回

路2'点

のメイ′チを住●ていますが勿論 ,レーを使つても

0(です.

o 御員分で |,´シー´
`―

を作●てVFO―
'を

ロ

う時はRIT回 路を付けた方がF3~か ら.図 -4

を書ちにしてRi T回路を付けて下さい.

QP-7叉は 21を普通の トランフー六―と組み合

わせて使い. トラ´シー・ .― を受信検としてt´ レ

ー トで使,時は.こ のRiTは 必要渕 ません.

0 配線材薇普通の線でOKですが.も

'信
機のア

ン
'ナ「

l路及びVい 011カ端子Aと QPむ信機基板

の1'14^のこ線は|」 軸
'―

プルを使って下さい.

(図―
`tp)

RI Tlol路 を付けなかoた場合は.調整l質圧の(2)か

ら調整を始めて下さ1、

(1)RITフ ‐ミを0に合わせます.■ ′,を受信状

態にして
'ス

ターを直滝電[「 のlV位が樹1定出来る

ようにしてoテ ス 棒ヽをvFOの C端子^eテ スト

輌を電源のOべつないで電Eを測定します.

(RrT S｀1.は 必ずONに しておきます.)

そしてこの■
「

値を′■しておき次にRI↑ SWを

OF'に します。

電圧が変化するはずですから次に半固定ボ リウム

(VR-2)を過して前記の電E値と一致するよう|=

この半固定栞
'ウ

ムを調整して下さい.

興
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3_QP-7及 び21への祥詭する時の注意   5_グ イヤ′
'目

盛板とVFOの取り付け

グイ ●″ 目霰核はV I1 0の取

'付
け方 向ヽによo

ても異な
'ま

すが.メ イヤ′●をだいoばいに廻しさ

った時に月作の スケー′●板の スケー′
'線

に 6.,=5M

H′ の |1蟻が一致するように付属の21ビスをなでス

ー ■十′イヤ″へ取 ,イ!けて下さい.

またVFO本 体は.付属のス｀―す― と2_61サ ラ

ビス

`六
で く́ネ″等に取 り||け て下 さ

'ヽ

6. 調  整

4.QP-7及 び24へ の接続
+
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これでRIT回路の調整が鉾 ,よ した.

(2)次 ,=`|■水板のLl● イルの調整を行います.

まず■,'ブ レー トS｀Vを O FF10して. VI'0

ノイヤ′●を適当な所|=●′′|し て.ア ンテ●′I子に

ダミー・ ― ドを0なざます.

● スクン
'イ

SヽVを送信状態にして´`
'―

が最大

10な るよう1.1● イ′●をi‖整して下さい.

●, ここまでOK=',れは最1'`´ V「Oの ラヽ′キ

ング(H盛合わせを ,議整します.

Rl■●1路 を付けた時|ふ .`ず RIT Sヽ1をOFF

ｒＱＨＭ０は時の７
一Ｐ０

・

を十イイ

・
　
の

す

機

ま
　
信

し

，

-21の時は 21_OMli,に合わせます.(′
'ン

ド̈ ′

ジ )

(il キャリブレー ドSWを ONに して今嘔は VFO

のダイヤル」感を7_o lo合 ナを ます.(21.0)

そして受信検のメン
=′

′
'(前

述 )で セ●ピー |

になるようにVFOの ([,の所の|'テ ーを調髪体で勉

し二十.(図―
`参

照 )            、

(o 次に受信機のダイヤ′●を7.lMH′ (21.3MH)

にヽ′|して.V〕●(',イ キルを同しく
'1(213)

M■●に合わせます.

この状態で今旺はVFOのЭの奥にある りヽ‐―

を瑚して,,を キャ,チ してて●ビードに
'`る

.よ う

合わせます.(図-5参照)

{つ (6～ 国の操作を1～ 5回緻り返してV「0日盛t

実1際 の周波数
"―

誠するよう,こ トラ′十ングをと
'

ま,ヽ

o_調■,

t,洲中

|_,刊 整

(1, キャ,ブ レー
'Sヽ

V

このSWは ,パ ν― 1型 で迎用する勁合に必要 |`

Sヽ でヽ. ■分の■置がどこの用置数で発針 きれるの

が受価状態で自分の受信機に弱い俯号を入れるため

に使いまりヽ (ヤーカー信号のようなものです・ )

したがってたとえば受信機を,.025 MH● に合わせ

てこの周波長 全く同じ用波数でき信したい時は.

キャリフ|レー 1.SヽVを ONに してVrO―
'の

グイヤ

′|を廻して信号を見つ|す てセ・ ピート1=すればもF
の職 秋が一致することにな0ま す.

またこのSWを ONに したままだととイ言出来ませ .

んから.キャ リブレー トが済んだ ら必ずスイッチを

OFF,こ して下さ,ヽ

12)RlTI■ 路 (リ ット)

～
|́レ ー 1型では. 送信機・ 受醸 に別●|=VF

Oが付いているので送受信の用波数千逃
^る

ことが

出来ますが. トランフーバーのように―
…

のVFO

で送受けに兼用している時は.`信 と受信用波数と

を違えることが出来芸せん.これ
`■

不使な時があ

るので Ri↑がこ口になつてきます.

このRI Tは 受信の時にだけVFO]籠 とl■ ■飲K

H′ だけ中心周凛数に対 して変化させ られるもので

す.したがって :ι r Tツ ‐ を` 0に 合わせれば送受

信の周波数は一致 しています.(,lT SWを O FF

にしても 1可 し) しかしO側に廻すと
'お

時の周

`支
放よ,t少 し受信用波数が高くな ,.01』 |こ すると

この逆にな ,ま す.したがつて珀常の■信ではRI

T Sヽ ′ヽをoFHこする力■ ツ‐ |を 0に 合わせてお

かないと送受信の周波数がずれてしまい.支信‖:来

なくなつてしまいます.

0 これで調帯は一応終了しました.

最´にキャ
'ブ

レードSWを OFFに してヽす―

庵送[状態にして自分が使う月減取付近|こ V l10を

合わせて. VFOの 調整穴 の`●ア身を廻して最大

‖|力になるようにすれば完成です .

7.主 な使い方

い-5 VFO謝 壁穴


